
●
和
田
正
脩
と
は

和
田
正ま

さ

脩な
が

（
１
８
５
８
―
１
９
３
４
）
は
熊

本
八
代
出
身
の
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
一
員
で
あ

る
。
彼
の
生
涯
の
親
友
で
あ
っ
た
徳
富
蘇
峰
の

語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
大
い
な
る
志
を
持

ち
な
が
ら
そ
れ
を
果
た
す
事
の
出
来
な
か
っ
た

者
」、「
然し

か

も
天
を
咎
め
ず
人
を
恨
ま
ず
、
終
始

を
全
う
し
た
る
は
、
所
謂
従

し
ょ
う

容よ
う

自
得
の
道
に

お
い
て
自
ら
得
た
る
も
の
が
あ
っ
た
も
の
」
と

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
ら
居

る
と
こ
ろ
高
く
、
あ
る
意
味
で
他
者
と
の
妥
協

性
に
欠
け
る
性
向
は
、
福
沢
諭
吉
が
い
う
と
こ

ろ
の
「
独
立
自
尊
」
を
実
践
し
た
事
例
と
い
え

同
志
社
人
物
誌
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る
の
で
は
な
い
か
、
と
敷ふ

衍え
ん

し
て
い
る
。
そ
の

生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
あ
く
ま
で
も
自
ら
の
信
念

に
忠
実
で
、
超
然
孤
高
の
生
涯
を
貫
い
た
と
い

え
よ
う
。

●
正
脩
の
生
涯
と
家
系

伊
東
市
に
お
住
ま
い
の
親
族
を
お
訪
ね
し
た

の
は
、
２
０
０
８
年
11
月
は
じ
め
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ご
令
孫
和
田
正
徳
氏
（
故
人
）
の
奥
様

に
お
会
い
し
て
、
和
田
正
脩
が
所
有
す
る
美
術

品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
漢
詩
の
筆
跡
、
写
真
、

そ
し
て
生
前
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
清
浦
奎

吾
か
ら
送
ら
れ
た
書
の
表
装
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
、「
熊
本
バ
ン
ド
」
の

メ
ン
バ
ー
の
な
か
で

和
田
正
脩
は
詳
し
い

経
歴
が
わ
か
ら
な
い

人
物
な
の
で
、
今
必

要
な
こ
と
は
で
き
る

だ
け
正
確
な
事
実
を

捜
し
て
分
か
る
部
分

を
点
畷
し
な
が
ら
、

全
体
像
を
明
ら
か
に

す
る
手
法
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ

る
が
、
と
に
か
く
、

今
回
わ
か
っ
た
史
料

の
紹
介
か
ら
は
じ
め

78

同
　
志
　
社
　
人
　
物
　
誌
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和
　
田
　
正
　
脩

―「7
て
き

儻と
う

不
羈
」・「
孤
高
の
人
」―

た
い
。

ま
ず
、
八
代
に
あ
る
和
田
家
の
菩
提
寺
の
臨

済
宗
春
光
寺
に
彫
ら
れ
た
先
の
蘇
峰
の
墓
碑
銘

を
全
文
紹
介
し
よ
う
。

碑
文
　
和
田
正
脩
君
摩ま

水す
い

ト
号
ス
。
楠
木
氏

支
流
タ
リ
。
肥
後
八
代
松
井
氏
に
属
ス
。
安

政
五
年
八
月
十
三
日
生
ル
。
幼
ニ
シ
テ
立
志

凡
ナ
ラ
ズ
。
明
治
十
年
ノ
乱
薩
軍
ヲ
郷
党
ノ

士
ト
共
ニ
球
磨
川
に
拒ふ

せ

グ
。
熊
本
洋
学
校
ヲ

経
テ
京
都
同
志
社
に
学
ブ
。
業
成
リ
テ
北
陸

ニ
遊
ビ
、
東
京
ニ
赴
キ
井
上
梧ご

陰い
ん

君
ニ
知
ラ

レ
、
官
命
ニ
依
リ
テ
白べ

耳る

義ぎ

ニ
留
学
ス
。
帰

朝
志
ヲ
官
界
ニ
得
ズ
、
民
間
政
客
ト
交
リ
時

務
ニ
周
旋
ス
。
時
ニ
操
觚
者
ト
ナ
リ
、
更
ニ

実
業
界
ニ
及
ブ
。
終
身
落
々
合
ス
ル
所
鮮

す
く
な

シ
。
但
、
出
入
苟
モ
セ
ズ
、
衣
食
自
足
リ
読

書
独
り
楽
シ
ム
。
交
遊
多
カ
ラ
ザ
ル
モ
概
ネ

一
代
ノ
名
士
タ
リ
。
君
眼
ニ
稜
角
ア
リ
。
風

采
整
秀
弁
説
暢
朗
一
見
常
人
タ
ラ
ザ
ル
ヲ
知

ル
。
君
眼
中
人
無
シ
、
曰
ク
、
予
百
歳
ノ
后

墓
碑
ニ
誌
ス
可
キ
者
蘇
峰
君
ア
ル
ノ
ミ
ト
。

昭
和
九
稔
二
月
二
十
三
日
逝
く
　
享
年
七
十

七
。

昭
和
九
年
九
月
初
九
　
蘇
峰
菅
原

正
敬
　
撰
並
書
（
ル
ビ
、
句
読
点
は
筆
者
）

以
上
が
碑
文
の
全
文
で
あ
る
。
簡
に
し
て
要

を
得
た
文
章
で
あ
る
。
文
中
、
和
田
氏
の
家
系

は
楠
木
の
一
党
で
あ
る
和
田
氏
の
後
裔
と
み
て

い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
直
に
本
人
か
ら
確

認
を
取
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
今
回
の

調
査
で
大
正
14
年
に
和
田
自
身
の
手
で
記
さ
れ

た
家
系
記
録
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
参
考
ま
で

に
こ
こ
に
掲
載
し
て
お
く
。
和
田
自
筆
の
文
章

が
皆
無
に
等
し
い
状
況
を
鑑
み
、
あ
え
て
原
文

の
ま
ま
紹
介
す
る
。

和
田
氏
中
興
之
祖
為
五
兵
衛
信
忠
、
其
父
平

左
衛
門
尉
正
信
者
足
利
義
輝
将
軍
麾
下
之
士

也
、
永
禄
八
年
義
輝
被
弑
也
同
時
討
死
云
、

信
忠
松
井
康
之
之
客
分
也
、
征
韓
之
役
、
文

禄
二
年
六
月
二
十
九
日
戦
死
于
晋
州
、
長
男

曰
伊
兵
衛
正
房
、
参
加
于
大
坂
陣
、
寛
永
年

間
没
、
長
男
曰
正
虎
、
嶋
原
之
乱
有
二
番
槍

之
功
名
、
帰
陣
後
早
世
、
於
是
一
時
家
名
亡

焉
、
其
弟
有
、
冒
山
田
氏
者
其
孫
為
佐
田
氏

養
子
後
復
姓
和
田
、而
及
正
明
遂
血
統
絶
鳶
、

以
上
墓
地
不
詳
、
継
和
田
家
名
者
為
信
顕
、

志
水
氏
之
出
也
、
而
出
白
川
氏
為
其
養
子
者

實
吾
正
系
之
祖
也
、曰
新
十
郎
信
安
号
道
夢
、

明
治
二
十
年
十
一
月
十
六
日
没
、
妻
片
山
氏

名
寿
惠
万
延
元
年
三
月
没
、
長
男
曰
新
兵
衛

正
利
、
明
治
二
十
七
年
三
月
六
日
没
、
妻
入

江
氏
名
梅
枝
明
治
三
十
五
年
一
月
四
日
没
、

次
男
曰
定
彦
正
意
明
治
三
十
七
年
十
月
二
十

一
日
没
、
従
来
和
田
氏
墳
墓
在
于
八
代
浄
信

寺
、
依
先
考
之
遺
命
更
卜
宮
地
古
麓
之
地
新

築
塋
域
、
明
治
歳
次
壬
子
三
月
丙
戌
族
葬
于

此
今
茲
誌
右
顛
末
以
記
念
永
年

大
正
十
四
年
十
月
二
日
正
脩
謹
誌
（
読
点
筆

者
）

い
ず
れ
に
せ
よ
、
和
田
家
の
先
祖
は
室
町
幕

府
十
三
代
将
軍
足
利
義
輝
直
属
の
武
士
に
つ
な

が
る
由
緒
正
し
い
家
系
で
あ
る
。
和
田
正
脩
は

１
８
７
１
年
に
熊
本
洋
学
校
第
二
期
生
と
し
て

入
学
、L

.
L

.

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
感
化
を
う
け
て

１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
１
月
、
他
の
盟
約
者

と
一
緒
に
か
の
花
岡
山
山
頂
で「
奉
教
趣
意
書
」

に
署
名
し
た
一
人
で
あ
る
。
明
治
９
年
の
秋
に

同
志
社
に
転
入
、
そ
し
て
１
８
７
９
年
（
明
治

12
）
６
月
、
同
志
社
英
学
校
余
科
第
一
回
生
と

し
て
卒
業
す
る
（
卒
業
演
説
の
題
目
は
「
法
律

と
道
徳
の
区
別
」）。
彼
は
同
時
に
卒
業
し
た
15

西
田
　
毅

（
大
学
名
誉
教
授
）

和田正脩

清浦奎吾の漢詩　和田正脩にあてたもの



で
活
躍
し
た
。

和
田
の
略
歴
を
見
て
感
ず
る
の
は
「
碑
文
」

に
あ
る
「
終
身
落
々
合
ス
ル
所
鮮

す
く
な

シ
」
と
い

う
蘇
峰
の
感
懐
で
あ
る
。
若
く
し
て
同
郷
の
井

上
毅
に
見
出
さ
れ
て
ベ
ル
ギ
ー
に
官
費
で
留
学

を
し
、帰
朝
後
は
外
務
省
に
身
を
置
き
な
が
ら
、

時
の
外
相
陸
奥
宗
光
と
政
見
を
異
に
し
て
官
職

を
辞
任
、
そ
の
後
は
大
隈
重
信
ら
民
間
の
政
客

と
交
わ
っ
て
衆
議
院
議
員
選
挙
に
打
っ
て
出
た

こ
と
、
そ
し
て
落
選
す
る
や
一
時
、
東
京
専
門

学
校
で
鳩
山
和
夫
の
後
任
と
し
て
国
際
公
法
の

講
師
を
勤
め
た
り
、
親
交
の
あ
っ
た
尾
崎
行
雄

か
ら
「
報
知
新
聞
」（
郵
便
報
知
新
聞
）
の
主

筆
を
譲
ら
れ
る
（
長
女
和
田
菊
の
証
言
）
な
ど
、

広
く
政
・
官
・
言
論
・
実
業
界
の
各
方
面
に
わ

た
る
関
心
と
力
量
を
髣ほ

う

髴ふ
つ

さ
せ
る
。

●「
政
治
青
年
」
正
脩

和
田
は
磊ら

い

落ら
く

で
こ
だ
わ
り
の
な
い
反
面
、
自

ら
信
ず
る
と
こ
ろ
は
な
は
だ
篤
く「8

儻
不
羈
」

な
性
格
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
和
田

の
本
来
の
志
は
、
ほ
か
の
熊
本
洋
学
校
の
生
徒

と
同
じ
く
、
サ
ム
ラ
イ
精
神
と
国
家
主
義
的
な

性
向
の
強
い
「
政
治
青
年
」
で
あ
っ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
同
志
社
の
学
業
を
終
え

た
時
点
で
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
道
を
歩
む
こ
と

は
キ
ッ
パ
リ
と
断
念
し
て
い
る
し
、
上
京
後
は

井
上
（
毅
）
の
門
下
生
と
し
て
官
途
に
つ
き
、

大
江
義
塾
時
代
の
蘇
峰
と
一
緒
に
若
き
西
園
寺

公
望
を
訪
ね
た
り
、
政
論
記
者
の
陸
羯
南
を
訪

問
し
て
政
治
上
の
識
見
を
磨
い
た
。
大
隈
重
信

と
知
り
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
い
つ
外
務
省
に
辞
表
を
提
出
し
た
の
か
、

そ
の
時
期
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い

が
、
伊
藤
（
博
文
）、
井
上
（
馨
）
両
首
相
と

陸
奥
外
相
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
清

戦
争
開
戦
前
の
頃
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
思

い
起
こ
さ
れ
る
の
は
「
熊
本
バ
ン
ド
」
出
身
の

外
交
官
吉
田
作
弥
（
１
８
５
９
―
１
９
２
９
）

の
こ
と
で
あ
る
。
和
田
と
一
歳
違
い
の
吉
田
は

同
志
社
英
学
校
卒
業
後
、
や
は
り
同
郷
の
井
上

（
毅
）
を
頼
っ
て
外
務
省
に
入
り
、
１
８
８
５

年
４
月
、
外
務
省
御
用
掛
（
外
務
書
記
生
）
と

し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
に
赴
任
す
る
西
園

寺
公
望
と
と
も
に
渡
欧
、
ウ
イ
ー
ン
を
拠
点
に

ハ
ー
グ
、レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
な
ど
で
活
躍
し
た
。

の
ち
第
三
高
等
学
校
で
国
際
法
を
担
当
し
、
同

志
社
政
法
学
校
講
師
に
も
就
任
し
た
が
、
１
８

９
８
年
外
務
省
に
復
職
、
最
後
は
第
一
次
西
園

寺
内
閣
の
時
に
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
公
使
で
終
わ

っ
た
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
吉
田
は
和
田
と

同
じ
く
同
志
社
英
学
校
余
科
第
一
回
卒
業
で
、

同
志
社
人
物
誌
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名
の
「
熊
本
バ
ン
ド
」
出
身
者
の
一
人
で
あ
っ

た
。
卒
業
あ
る
い
は
中
退
し
た
他
の
「
熊
本
バ

ン
ド
」
出
身
者
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道

や
同
志
社
教
員
、
あ
る
い
は
総
長
（
社
長
）
と

し
て
牧
界
や
教
育
界
で
活
躍
す
る
が
、
和
田
は

そ
う
し
た
世
界
に
進
ま
ず
、
民
権
派
私
塾
や
東

京
専
門
学
校
の
教
師
、
外
交
官
、
新
聞
記
者
そ

し
て
実
業
界
に
進
ん
だ
。
晩
年
は
横
浜
の
豪
商

茂
木
（
惣
兵
衛
）
商
会
の
顧
問
と
し
て
実
業
界

80

外
務
省
入
省
や
欧
州
留
学（
吉
田
は
ボ
ン
大
学
、

和
田
は
ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
）
も
ほ
ぼ
同
期
の
二

人
の
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

の
状
況
を
検
討
し
な
が
ら
、
和

田
の
外
務
省
辞
任
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
手

掛
り
が
つ
か
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
参
考
ま
で

に
吉
田
の
事
例
を
引
証
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
和
田
と
政
界
の
関
わ
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
明
治
27
年
３
月
の
衆
議
院
選
挙
戦

出
馬
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
第
三
回
衆

議
院
総
選
挙
は
１
８
９
４
年
（
明
治
27
）
３
月

１
日
に
行
な
わ
れ
た
。

和
田
は
大
隈
重
信
の
推
薦
で
熊
本
県
第
６
区

天
草
郡
か
ら
立
候
補
し
た
が
、
対
立
候
補
の
小

崎
義
明
に
敗
れ
た
。「
九
州
日
日
新
聞
」
は
大

隈
と
和
田
の
関
係
に
ふ
れ
て
、
和
田
が
改
進
党

系
の
政
客
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。
し
か
も
和

田
は
生
地
八
代
で
は
な
く
、
天
草
郡
宮
地
岳
村

の
中
西
新
作
と
い
う
人
物
と
養
子
縁
組
し
て
同

地
か
ら
立
候
補
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
が
、
急

に
同
村
の
山
本
丑
松
の
養
子
に
変
更
す
る
な

ど
、
不
可
解
な
行
為
に
お
よ
ん
だ
た
め
、
八
代

町
と
宮
地
岳
村
両
役
場
の
間
で
受
理
訂
正
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
和
田
に
対

し
て
氏
名
詐
称
、
公
文
書
変
造
共
謀
の
訴
え
が

な
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、「
風
来
候
補

者
」
と
し
て
の
和
田
が
落
選
の
憂
き
目
を
見
た

だ
け
で
な
く
、
法
律
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。「
九
州
日
日
」

は
佐
々
友
房
の
流
れ
を
引
く
対
外
硬
派
、
熊
本

国
権
派
の
新
聞
で
、
そ
の
記
事
は
民
党
各
派

（
自
由
・
改
進
両
党
）
に
対
す
る
対
抗
意
識
か

ら
来
る
偏
見
が
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
和
田
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
す

れ
ば
、「
風
来
候
補
和
田
正
脩
な
る
者
、
大
隈

泊
の
展て

ん

書し
ょ

と
裾
分
け
金
千
五
百
円
を
撒
き
散
ら

し
、
頻
り
に
陰
謀
狡
知
を
め
ぐ
ら
し
て
運
動
せ

し
甲
斐
も
な
く
、
昨
日
着
の
報
知
に
拠
れ
ば

（
中
略
）
二
十
余
点
は
全
く
国
民
派
の
勝
利
に

帰
し
た
り
と
。
さ
ら
ぬ
だ
に
、
和
田
は
別
項
記

す
る
如
く
送
籍
前
登
記
を
な
し
、
氏
名
を
詐
称

し
た
る
廉か

ど

に
て
国
民
派
よ
り
告
発
さ
れ
ん
と

す
。
泣
き
面
に
蜂
と
は
是
之
を
云
う
か
」（『
九

州
日
日
新
聞
』）
と
い
っ
た
類
の
記
事
が
そ
れ

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
熊
本
地
方
に
お
け
る
長

年
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
吏
党
対

民
党
の
政
治
的
対
立
に
加
え
て
、
大
詰
め
を
迎

え
た
条
約
改
正
交
渉
を
め
ぐ
る
民
党
内
部
の
自

由
・
改
進
両
派
の
ド
ロ
ド
ロ
し
た
抗
争
が
映
し

だ
さ
れ
て
い
る
。
和
田
が
蘇
峰
の
よ
う
に
熊
本

地
方
の
民
権
運
動
に
関
わ
り
を
も
っ
た
と
い
う

話
は
聞
か
な
い
が
、
板
垣
と
並
ぶ
民
党
の
領
袖

大
隈
と
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
知
り
合
っ
た

の
か
、
大
い
に
我
々
の
関
心
を
ひ
く
問
題
で
あ

る
。

●
英
学
教
師
と
し
て

先
に
引
用
し
た
蘇
峰
の
「
碑
文
」
に
「
京
都

同
志
社
ニ
学
ブ
。
業
成
リ
テ
北
陸
ニ
遊
ビ
」
と

い
う
件

く
だ
り

が
あ
る
。
い
つ
の
時
点
を
さ
し
て
い
る

の
か
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
筆
者
は
、
最

近
、
和
田
が
富
山
の
英
学
塾
で
あ
る
越
中
義
塾

の
講
師
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
越
中
義

塾
は
１
８
８
１
年
（
明
治
14
）
11
月
に
開
校
、

明
治
17
年
６
月
ま
で
続
い
た
正
則
中
学
で
、
校

則
に
よ
る
と
「
洋
漢
両
学
」
を
教
授
す
る
学
校

で
あ
っ
た
。
授
業
は
英
語
を
用
い
て
普
通
学
科

を
教
え
、
漢
学
も
必
須
科
目
と
さ
れ
て
い
る
。

修
業
年
限
は
４
年
間
、
正
科
卒
業
後
は
さ
ら
に

余
科
の
修
学
も
認
め
ら
れ
た
。「
越
中
義
塾
規

則
」
は
、
校
則
六
ヵ
条
、
教
則
十
一
ヵ
条
、
塾

則
十
一
ヵ
条
、
入
校
退
校
規
則
三
ヵ
条
、
保
証

状
の
雛
形
か
ら
成
っ
て
お
り
、
地
方
の
高
等
教

育
機
関
創
設
の
意
気
込
み
が
十
分
感
じ
取
れ

る
。
学
科
目
表
を
見
る
と
、
英
語
教
則
本
と
し

て
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
の
綴
書
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
の
読

本
、
英
語
演
説
と
作
文
演
説
、
政
治
・
歴
史
・

文
明
史
は
ミ
ル
、
ギ
ゾ
ー
、
グ
リ
ー
ン
、
ス
ウ

イ
ン
ド
ン
、
法
律
学
は
ウ
ル
シ
ー
、
漢
籍
・
日

晩年の熊本バンド（右から3人目）



の
高
宗
の
第
六
王
子
で
花
卉
の
絵

に
す
ぐ
れ
た
永e

ら
、
い
ず
れ
も

和
田
の
書
画
骨
董
の
眼
力
が
証
明

さ
れ
る
名
品
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
。

美
術
品
の
蒐
集
の
ほ
か
に
最
晩
年

の
和
田
の
楽
し
み
は
漢
詩
の
鑑
賞

で
あ
っ
た
。
自
ら
作
詩
し
て
表
装

し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
一
点
、

披
露
し
て
お
こ
う
。

世
昧
清
疎
野
外
仙
　

世
に
昧く

ら

く
清
疎
野
外
の
人

獨
驚
壮
志
化
雲
煙
　

獨ひ
と

り
驚
く
壮
志
の
雲
煙
と
化
す
る
を

与
空
渭
水
重
綸
鈍
　

空
し
く
渭い

水
に
淪り

ん

を
垂
れ
る
鈍に

ぶ

さ
と
　

て
７
、
８
年
に
な
る
と
い
う
欧
州
の
生
活
で
、

若
き
日
に
熊
本
洋
学
校
や
同
志
社
で
学
ん
だ
語

学
に
磨
き
が
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

満
州
事
変
当
時
、和
田
は
中
国
旅
行
を
試
み
、

朝
鮮
か
ら
中
国
本
土
を
歩
い
て
書
籍
や
書
画
を

求
め
た
が
、
筆
者
は
今
回
、
和
田
家
を
訪
問
し

て
、
そ
の
美
術
品
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。
架
蔵
の
品
は
お
も
に

明
・
清
朝
の
書
画
類
で
あ
っ
た
が
、
明
代
の
水

墨
画
家
沈
周
、
行
書
楷
書
に
絶
妙
な
才
能
を
発

揮
し
た
董
其
昌
、
楷
書
家
の
高a

、
山
水
、
花

卉
を
よ
く
し
、
独
特
の
気き

韻い
ん

神し
ん

采さ
い

（
気
品
を
備

え
す
ぐ
れ
た
風
采
を
持
つ
こ
と
＝
筆
者
注
）
を

も
つ
文
徴
明
、
清
代
の
進
士
で
花
卉
画
に
巧
み

な
蒋b

、
閨
秀
画
家
で
清
朝
の
宮
中
に
多
く
収

蔵
さ
れ
た
陳
書
、
山
水
画
の
顧c

、
詩
・
書
・

画
に
す
ぐ
れ
三
絶
と
称
せ
ら
れ
たd

寿
平
、
清

同
志
社
人
物
誌
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本
古
典
は
史
記
、
八
大
家
読
本
、
左
伝
、
経
書
、

日
本
外
史
、
文
章
規
範
な
ど
、
理
数
科
に
は
幾

何
代
数
学
（
デ
ビ
ス
）、
化
学
（
ロ
ス
コ
ノ
）

地
質
学
（
デ
イ
ナ
）、
天
文
学
（
星
学
ロ
ッ
ク

ヤ
ル
）
な
ど
、
実
際
ど
の
程
度
ま
で
実
施
さ
れ

た
か
不
明
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
風
の

高
い
水
準
の
教
育
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
和
田
は
主
に
英
語
・
英
学
を
担
当
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
１
８

８
３
年
（
明
治
16
）
に
は
上
京

し
て
い
る
の
で
、
長
く
は
勤
務

し
て
い
な
い
。

た
だ
、
こ
の
越
中
義
塾
は
民

権
派
私
塾
、
と
く
に
越
中
義
塾

の
一
部
教
員
が
越
中
改
進
党
を

結
成
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も

あ
り
、
和
田
が
ど
こ
ま
で
そ
う

し
た
政
治
運
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し

て
い
た
か
と
い
う
点
は
と
も
か

く
と
し
て
、
こ
の
時
点
で
和
田
と
大
隈
・
改
進

党
グ
ル
ー
プ
と
の
何
ら
か
の
接
点
の
形
成
を
想

像
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ほ
か
に
義
塾
に
は

慶
応
義
塾
に
学
ん
だ
教
員
も
お
り
、
そ
こ
か
ら

「
明
治
14
年
の
政
変
」
前
後
の
中
央
政
界
に
お

け
る
福
澤
・
大
隈
の
動
き
、
そ
し
て
地
方
農
村

型
の
自
由
党
に
対
し
て
都
市
イ
ン
テ
リ
型
民
権

派
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
改
進
党
の
力
学
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。

●
隠
遁
文
雅
の
晩
年

政
官
界
を
辞
し
た
後
の
和
田
の
公
的
生
活
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
資
料
は
皆
無
で
あ
る
が
、
関
東

大
震
災
後
か
ら
昭
和
期
の
最
晩
年
に
か
け
て
の

和
田
の
隠
遁
文
雅
の
私
生
活
を
瞥
見
し
て
お
き

た
い
。

横
浜
の
豪
商
茂
木
惣
兵
衛
の
顧
問
と
し
て
一

財
産
築
い
た
和
田
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
大
変

な
読
書
家
で
あ
っ
た
。
一
人
娘
の
菊
は
和
田
の

趣
味
が
読
書
と
書
道
で
あ
っ
た
こ
と
、「
仏
書

と
英
書
に
関
し
ま
し
て
は
当
時
日
本
で
も
稀
な

所
有
者
で
あ
り
、
漢
書
だ
け
で
も
三
千
冊
位
は

あ
り
ま
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
蘇
峰
も

「
非
常
の
読
書
家
」
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い

る
。
そ
の
膨
大
な
蔵
書
が
大
正
12
年
の
関
東
大

震
災
で
悉
く
消
失
（
横
浜
市
の
野
毛
町
で
震
災

に
あ
う
）
し
、
落
胆
し
た
と
い
う
。
和
田
の
語

学
の
才
能
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、英
語
は
無
論
、

ロ
シ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
も
堪
能
で
あ
っ
た
。

若
き
日
の
ベ
ル
ギ
ー
留
学
を
は
じ
め
、
通
算
し
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孰
若
滄
浪
濯
足
賢
　

滄そ
う

浪ろ
う

に
足
を
濯あ

ら

う
の
孰い

ず

若れ

を
賢
と
す
る
や

生
業
小
成
終
有
謂
　

生
業

な
り
わ
い

小
成
終つ

い

に
謂

い
わ
れ

有
り

宦
遊
失
敗
故
無
縁
　

宦か
ん

遊ゆ
う

の
失
敗
故
に
縁
無
し

人
間
運
命
似
相
定
　

人
間
の
運
命
は
相
定
む
る
に
似
た
り

花
発
花
萎
儘
自
然
　

花
は
開
き
花
は
萎
む
自
然
の
儘
に

寓
懐
　
摩
水

飄
々
と
人
生
を
達
観
し
た
晩
年
の
精
神
的
境

涯
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
は
な
い
か
。
ち
な

み
に
和
田
の
戒
名
は
古
麓
院
数
奇
摩
水
日
脩
居

士
と
い
う
。

西
田
　
毅
（
に
し
だ
・
た
け
し
）

１
９
３
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
62
年
同
志
社
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
了
、
直
ち
に
法

学
部
助
手
に
就
任
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
74
年
か
ら
教
授
、
77
年
大
学
院
教
授
。
法
学
部
長
、

人
文
研
所
長
な
ど
歴
任
、
２
０
０
７
年
名
誉
教
授
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
北
京
日
本
学
研
究
セ

ン
タ
ー
、
武
漢
大
学
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
等
の
客
員
教
授
、
研
究
員
を
勤
め
る
。
日
本
政
治
学
会
、
日

本
社
会
文
学
会
理
事
等
歴
任
。
幕
末
か
ら
近
代
日
本
の
政
治
思
想
を
中
心
に
日
本
政
治
思
想
史
を
専
攻

す
る
。
主
要
著
作
と
し
て
『
竹
越
三
叉
集
』（
三
一
書
房
１
９
８
５
）、『
近
代
日
本
政
治
思
想
史
』（
編

著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
１
９
９
８
）、
岩
波
文
庫
『
新
日
本
史
』
上
下
（
岩
波
書
店
２
０
０
５
）、『
概

説
日
本
政
治
思
想
史
』（
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
２
０
０
９
）
ほ
か
。

和田正脩（わだ・まさなが） 1858.8.13 ～1934.2.23

八代で生れる。楠木氏の支流の家系、八代松井氏に属する。

1871年、熊本洋学校入学。1877年、西南戦争で薩摩の軍

を郷党の士とともに球
く

磨
ま

川に防ぐ。1879年、同志社英学

校卒業。その後、上京して井上毅の知遇を得、官吏となり

欧州に留学し、帰国後、外務省に出仕。しかし、陸奥と意

見が合わず辞めて新聞記者になり、また、熊本天草から衆

議院議員選挙に出馬するが落選し、ついに横浜の実業家の

顧問になる。1931年、朝鮮、旧満州から中国本土を漫遊

旅行し、多数の書籍や書画類を購入。1934年、死去。享

年77歳。

和田正脩の筆跡

晩年の照影


